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図14　（海底観測装置の開発状況）海底観測を可能にする様々な観測装置の開発が進んだ。しかしながら，海溝軸地殻の水深6000m以深で
　　　の観測装置の開発が課題となっている。

海底観測技術の進展と課題
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深海底での観測
　●海底地殻変動観測
　●海底圧力計
　●超深海型海底地震計など
　　（伸縮計）

　→観測技術の開発が必要
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海底観測技術の進展により、
プレート境界の震源域に近づいたが、
極近傍の観測は実現できていない

短期型海底地震計と
制御震源による
アスペリティの構造探査
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実用可能になってきた観測技術
長期型海底地震計、GPS音響結合地殻変動観測システム、
海底強震計、海底圧力計、広帯域地震計

開発中の観測技術

海底掘削孔観測システム、海底重力計、海底傾斜計

海底圧力計


